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第 １ 章  総 則
（ 趣 旨 ）

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 多 賀 城 市 水 道 事 業 給水 条例 （昭 和 ５ ５ 年多 賀城 市条 例 第 ２ ３
号。以下 「条例 」と いう。） の施 行 に関 し、 必要 な事項 を定 めるもの とする 。
（専用給 水装置 の用 途）

第２ 条  条 例 第 ４ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 専 用給 水装 置の 用 途 の 種別 は、 次の と お り と
する。
( 1 )  一般 用  次 の 各 号 に 属 さ な い も の
( 2 )  湯屋 用  宮 城 県 知 事 が 指 定 す る 公 衆 浴 場入浴 料金統 制額 の適用を 受 ける もの
( 3 )  プー ル 用  公 営 、 学 校 及 び 私 設 用 プ ー ル に使 用する もの
( 4 )  臨 時 用  工 事 用 、 仮 設 現 場 事 務 所 用 そ の 他 の 一 時 的 な 目 的 の た め に 使 用 す る
もの

（一部改 正〔平 成４ 年水道事 業所 規 程１ 号〕 ）
第２章  給 水 装 置 の 工 事 及 び 費 用

（ 工 事 の 申込み ）
第３ 条  条 例 第 ６ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 工 事申 込者 は、 給 水 装 置工 事申 込書 （ 様 式 第
１ 号） に 加 入 金及 び 手 数料 を 添 え 、管 理 者 に申 込 ま な けれ ば な らな い 。 た だし 、
共用給水 装置に つい ては、次 の各 号 に掲 げる 場合 に限る 。
( 1 )  専用 給 水装 置を 設 置する ことが でき ない者
( 2 )  地形 等 によ り専 用 給水装 置を設 置す ることが 困難な 場合
( 3 )  その 他 管理 者が 必 要と認 めた場 合

２  前 項 の 申 込 み を し た 後 、 そ の 内容 を 変更 し、 又は 工 事 の 取消 しを しよ う と す る
と きは 、 直 ち に給 水 装 置工 事 設 計 変更 申 込 書（ 様 式 第 ２号 ） 又 は給 水 装 置 工事 申
込取消届 （様式 第３ 号）によ り管 理 者に 届出 なけ ればな らな い。

３  第 １ 項 の 工 事 の う ち 市 が 施 行 する 工 事に つい ては 、 工 事 費概 算額 納入 の 請 求 を
受 けた 日 か ら １０ 日 を 経過 し て も 納入 し な いと き は 、 その 工 事 の申 込 み を 取消 し
たものと みなす 。

（ 一 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 ・ １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 ・ １ ８
年７号〕 ）

（工事の 施工及 び検 査）
第３ 条 の ２  条 例 第 ９ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規定 によ り 工 事 を施 行し たと き は 、 竣
工後直ち に給水 装置 工事竣工 届（ 様 式第 ４号 ）を 提出し なけ ればなら ない。

２  市 の 検 査 の 結 果 不 合 格 と な っ たと き は、 工事 施行 者 は 、 指示 され た事 項 を 手 直
し 後、 直 ち に 給水 装 置 工事 再 検 査 申込 書 （ 様式 第 ５ 号 ）を 提 出 して 再 検 査 を受 け
なければ ならな い。

（ 追 加 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規
程３号・ １８年 ７号 〕）

（利害関 係人の 同意 書等の提 出）
第４ 条  条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 管 理者 が認 めた と き と は、 次の 各号 に 掲 げ る
場合をい う。
( 1 )  家屋 の 所有 者で な いとき 。
( 2 )  他人 の 給水 装置 か ら分岐 して給 水装 置を設置 すると き。
( 3 )  他人 の 所有 地を 通 過して 給水装 置を 設置する とき。

（一部改 正〔平 成１ ８年水道 規程 ７ 号〕 ）
（給水管 及び給 水用 具の指定 ）

第５ 条  条 例 第 １ ０ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る指 定及 び同 条 第 ２ 項の 規定 によ る 指 示 に



ついては、 別に管理者が定め る。
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ８ 年 水 道 規
程７号〕 ）

（メータ ーの設 置位 置）
第５ 条 の ２  条 例 第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ るメ ータ ー の 位 置は 、次 の各 号 に 定 め
る基準に 基づき 設置 する。
( 1 )  原則 と して 建築 物 の外で あつて 当該 建築物の 敷地内
( 2 )  原則 と して 給水 装 置の配 水管又 は他 の給水管 からの 分岐 部分に最 も 近い 位置
( 3 )  点検 及 び取 替作 業 を容易 に行う こと ができる 場所
( 4 )  衛生 的 で損 傷の お それが ない場 所
( 5 )  水平 に 設け るこ と ができ る場所

（ 追 加 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ８ 年 水 道 規 程 ７
号〕）

（工事費 の算出 方法 ）
第６ 条  条 例 第 １ １ 条 に 規 定 す る 工 事 費 の算 出方 法は 、 次 の 各号 に掲 げる と お り と
する。
( 1 )  材 料 費 は 、 そ の 工 事 に 使 用 す る 材 料 の 数 量 に 別 に 管 理 者 が 定 め る 単 価 を 乗 じ
て算出す る。

( 2 )  労 力 費 は 、 別 に 管 理 者 が 定 め る 職 種 別 賃 金 日 額 に 所 要 の 日 数 を 乗 じ て 算 出 す
る。

( 3 )  道 路 復 旧 費 は 、 道 路 管 理 者 等 が 定 め た 復 旧 条 件 に 基 づ き 、 別 に 管 理 者 が 定 め
る。

( 4 )  間 接 経 費 は 、 運 搬 費 、 損 料 及 び 事 務 費 と し 、 別 に 管 理 者 が 定 め る 割 合 を 乗 じ
て得た金 額とす る。

( 5 )  その 他 特に 必要 と する費 用は、 別に 管理者が 定める 。
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ８ 年 水 道 規
程７号〕 ）

（工事費 の予納 ）
第７ 条  条 例 第 １ ２ 条 に 規 定 す る 管 理 者 が認 めた 工事 と は 、 修繕 工事 その 他 こ れ に
類する工 事をい う。

（一部改 正〔平 成１ ０年水道 部規 程 ３号 ・１ ８年 ７号〕 ）
第３章  給 水

（ 給 水 の 申 込 み ）
第 ８ 条  条 例 第 １ ５ 条 に 規 定 す る 申 込 み とは 、給 水装 置 使 用 開始 届（ 様式 第 ６ 号 ）
により申 込みす るこ とをいう 。

（ 一 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 ・ １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 ・ １ ３
年水道規 程２号 〕）

（メータ ーの損 害弁 償）
第９ 条  管 理 者 は 、 条 例 第 １ ９ 条 第 ３ 項 の規 定に より メ ー タ ーの 損害 を弁 償 さ せ よ
うとする ときは 、残 存価格を 考慮 し て損 害額 を定 めるも のと する。

（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ８ 年 水 道 規
程７号〕 ）

（代理人 の選定 及び 変更の届 出）
第１ ０ 条  条 例 第 １ ７ 条 の 規 定 に よ り 代 理人 を選 定し た と き は、 給水 装置 の 所 有 者
は 直ち に 代 理 人選 定 届 （様 式 第 ７ 号） を 提 出し な け れ ばな ら な い。 代 理 人 又は そ
の住所に 変更の あつ たときも 同様 と する 。

（一部改 正〔平 成８ 年水道事 業所 規 程６ 号〕 ）
（管理人 の選定 の届 出）

第１ １ 条  条 例 第 １ ８ 条 の 規 定 に よ り 管 理人 を選 定し た と き は、 給水 装置 の 所 有 者
は直ちに 管理人 選定 届（様式 第８ 号 ）を 提出 しな ければ なら ない。

（一部改 正〔平 成８ 年水道事 業所 規 程６ 号・ １０ 年水道 部規 程３号〕 ）
（水道の 使用中 止、 変更等の 届出 ）

第１ ２ 条  条 例 第 ２ ０ 条 に 規 定 す る 届 出 は、 次の 各号 に 掲 げ ると ころ によ る も の と
する。
( 1 )  水道 の 使用 をや め るとき は、給 水装 置使用中 止届（ 様式 第９号）
( 2 )  用途 を 変更 する と きは、 用途変 更届 （様式第 １０号 ）
( 3 )  消 防 演 習 に 消 火 栓 を 使 用 す る と き は 、 消 火 栓 ・ 消 火 水 槽 使 用 届 （ 様 式 第 １ １
号）



( 4 )  水 道 の 使 用 者 の 氏 名 又 は 住 所 に 変 更 が あ つ た と き は 、 給 水 装 置 使 用 者 変 更 届
（様式第 １２号 ）

( 5 )  給 水 装 置 の 所 有 者 に 変 更 が あ つ た と き は 、 給 水 装 置 所 有 者 変 更 届 （ 様 式 第 １
３号）

( 6 )  公 共 の 消 火 用 と し て 水 道 を 使 用 し た と き は 、 消 火 用 水 道 使 用 報 告 書 （ 様 式 第
１４号）

( 7 )  管 理 人 に 変 更 が あ つ た と き 、 又 は そ の 住 所 に 変 更 が あ つ た と き は 、 管 理 人 変
更届（様 式第８ 号）

（一部改 正〔平 成８ 年水道事 業所 規 程６ 号〕 ）
（給水装 置の修 繕）

第１ ３ 条  条 例 第 ２ ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る給 水装 置の 修 繕 に 要し た費 用は 、 別 に 管
理者が定 めると ころ により算 出し て 徴収 する 。

２  市 が 施 行 し た 工 事 で 竣 工 後 １ 年以 内 にそ の給 水装 置 が 損 傷し たと きは 、 市 の 費
用 をも っ て 修 繕す る 。 ただ し 、 不 可抗 力 又 は使 用 者 の 故意 過 失 によ る 場 合 は、 こ
の限りで ない。

３  前 項 の 修 繕 に 要 す る 費 用 に つ いて 、 指定 給水 装置 工 事 事 業者 が施 行し た 給 水 装
置工事の 修繕に つい ては、当 該指定 給水 装置工事 事業者 の費 用をも つ て修繕 す る 。

（一部改 正〔平 成１ ０年水道 部規 程 ３号 、１ ８年 ７号〕 ）
（給水装 置及び 水質 の検査）

第１ ４ 条  管 理 者 は 、 条 例 第 ２ ３ 条 第 １ 項に 規定 する 検 査 に つい てそ の必 要 が な い
と認める 理由が ある ときは、 検査 の 請求 を拒 むこ とがあ る。

２  条 例 第 ２ ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る特 別 の費 用を 要し た と き とは 、次 の各 号 に 掲 げ
る場合を いう。
( 1 )  給 水 装 置 に つ い て は 、 そ の 構 造 、 材 質 若 し く は 機 能 、 漏 水 に つ い て の 通 常 の
検査以外 の検査 を行 うとき。

( 2 )  水 質 に つ い て は 、 色 及 び 濁 り 並 び に 消 毒 の 残 留 効 果 に 関 す る 検 査 等 飲 料 適 否
に関する 以外の 検査 を行うと き。

（一部改 正〔平 成１ ８年水道 規程 ７ 号〕 ）
（給水装 置の臨 時使 用）

第１ ５ 条  条 例 第 ２ ４ 条 に 規 定 す る 非 常 災害 、そ の他 公 益 上 管理 者が 必要 が あ る と
認めたと きとは 、次 の各号に 該当 す る場 合を いう 。
( 1 )  地 震等 に より給、配 水管が 著しく 損傷 を受け、その復 旧に 時間を要 すると き。
( 2 )  漏水 及 び故 障等 で 、早急 に復旧 する ことが、 困難な とき 。
（受水槽 以下設 備の 取扱い）

第１ ６ 条  受 水 槽 式 給 水 に よ る 配 管 設 備 （以 下「 用水 設 備 」 とい う。 ）の 取 扱 い に
ついては 、別に 管理 者が定め る。

（一部改 正〔平 成１ ０年水道 部規 程 ３号 、１ ８年 ７号〕 ）
第４章  料 金 、 加 入 金 及 び 手 数 料

（ 給 水 管 の口径 ）
第１ ７ 条  条 例 に お け る 「 給 水 管 の 口 径 」と は、 メー タ ー 上 流側 直前 の給 水 管 の 口
径 をい う 。 た だし 、 条 例第 ３ ５ 条 に定 め る 別表 第 ４ に 規定 す る 「口 径 」 と は、 工
事に使用 する給 水管 の呼び径 のう ち もつ とも 大き い呼び 径を いう。
（料金算 定の基 準日 ）

第１ ８ 条  条 例 第 ２ ８ 条 に 規 定 す る あ ら かじ め管 理者 が 定 め た日 （以 下「 定 例 日 」
という。 ）とは 、月 の初めか ら１ ５ 日ま でを いう 。

（一部改 正〔平 成１ ８年水道 規程 ７ 号〕 ）
（過誤納 による 料金 の精算）

第１ ９ 条  水 道 料 金 （ 以 下 「 料 金 」 と い う。 ）を 徴収 後 そ の 料金 の算 定に 過 誤 が あ
つたとき は、翌 月分 以降の料 金に お いて 精算 する ことが でき る。
（集合住 宅等の 料金 適用基準 ）

第２ ０ 条  集 合 住 宅 等 に お い て 、 １ 個 の メー ター によ り 計 量 する 場合 の料 金 は 、 現
に 使用 し て い る各 戸 に それ ぞ れ 口 径１ ３ ミ リメ ー ト ル の給 水 管 が設 置 さ れ たも の
とみなし 、かつ 、各 戸の使用 水量 は 均等 とみ なし て算定 する ことがで きる。

２  前 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る も のは 、 一つ の建 築物 内 に 二 戸以 上の 住宅 を 有 す る
集 合住 宅 等 で あつ て 、 各戸 の 水 道 使用 者 が もつ ぱ ら 家 事の 用 に 使用 す る 場 合で 、
その使用 者の申 請に 基づき管 理者 の 承認 を得 たも のとす る。

（一部改 正〔平 成１ ８年水道 規程 ７ 号〕 ）
（集合住 宅等の 各戸 計量徴収 の適 用 ）



第２ １ 条  管 理 者 は 、 用 水 設 備 を 有 す る 集合 住宅 等が 次 の 各 号に 掲げ る条 件 に 適 合
し てい る と 認 めた 場 合 にお い て 、 当該 集 合 住宅 等 の 所 有者 （ 集 合住 宅 等 が 中高 層
分 譲共 同 住 宅 であ る 場 合に あ つ て は、 建 物 の区 分 所 有 等に 関 す る法 律 （ 昭 和３ ７
年 法律 第 ６ ９ 号） 第 ３ 条に 規 定 す る区 分 所 有者 の 団 体 の代 表 又 は管 理 者 ） から 申
出 があ つ た と きは 、 各 戸ご と に 使 用水 量 の 計量 及 び 料 金の 徴 収 を行 う こ と がで き
る。
( 1 )  使用 戸 数が ６戸 以 上で、 地上３ 階以 上の建物 である こと 。
( 2 )  用水 設 備の 用途 が 主とし て家事 用に 供するも のであ るこ と。
( 3 )  集 合 住 宅 等 の 構 造 、 用 水 設 備 の 構 造 及 び 材 質 そ の 他 各 戸 ご と に 使 用 水 量 の 計
量 及 び 料 金 の 徴 収 を 行 う た め に 必 要 な 設 備 が 管 理 者 が 定 め る 基 準 に 適 合 し てい
ること。

( 4 )  その 他 管理 者が 必 要と認 める条 件に 適合して いるこ と。
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ５ 年 水 道 事 業 所 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道
部規程３ 号・１ ８年 ７号〕）

（使用水 量及び 用途 の認定）
第２ ２ 条  条 例 第 ２ ９ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規定 する 使用 水 量 が 不明 のと きと は 、 メ ー
ターの故 障その 他の 理由で料 金算 定 の基 礎と なる 水量が 不明 の場合を いう。

２  条 例 第 ２ ９ 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び第 ３ 号に 規定 する 使 用 水 量の 認定 の方 法 は 、 前
３カ月間 におけ る使 用水量、 その 他 の事 実を 参酌 して行 う。

３  条 例 第 ２ ９ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規定 す る用 途の 認定 は 、 そ の料 率の 高い 方 を も つ
て認定す る。

（一部改 正〔平 成１ ０年水道 部規 程 ３号 〕）
（料金等 の納入 期限 ）

第２ ３ 条  料 金 、 そ の 他 の 納 付 金 の 納 入 期限 は、 納入 通 知 書 を発 した 日か ら １ ０ 日
以内とす る。

第５章  管 理
（ 停 水 処 分 の 方 法 ）

第 ２ ４ 条  条 例 第 ３ ９ 条 に 規 定 す る 給 水 の停 止は 、給 水 栓 の 封印 若し くは 止 水 栓 又
は 仕切 弁 の 閉 鎖、 メ ー ター の 撤 去 又は 配 水 管と の 連 絡 を切 断 す るこ と に よ つて 行
う。

（一部改 正〔平 成１ ０年水道 部規 程 ３号 〕）
第６章  貯 水 槽 水 道
（ 追 加 〔 平 成 １ ４ 年 水 道規程 ７号 〕 ）

（簡易専 用水道 以外 の貯水槽 水道 の 管理 等）
第２ ５ 条  条 例 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る簡 易専 用水 道 以 外 の貯 水槽 水道 の 管 理 及
びその管 理の状 況に 関する検 査の 受 検は 、次 に定 めると ころ によるも のとす る。
( 1 )  次に 掲 げる 管理 基 準に従 い、管 理す ること。
ア 水槽 の 掃除 を１ 年 以内ご とに１ 回、 定期に行 うこと 。
イ 水槽 の 点検 等有 害 物、汚水等 によ つ て水が汚 染され るの を防止す るため に必
要な処置 を講ず るこ と。

ウ 給水 栓 にお ける 水 の色 、濁り 、臭い 、味そ の 他の 状態に より供給 する水 に異
常 を 認 め た と き は 、 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 （ 平 成 １ ５ 年 厚 生 労 働 省 令 第 １ ０
１号）の 表の上 欄に 掲げる事 項の う ち必 要な もの につい て検 査を行う こと。

エ 供給 す る水 が人 の 健康を 害する おそ れがある ことを 知つ たときは 、直 ちに給
水 を 停 止 し 、 か つ 、 そ の 水 を 使 用 す る こ と が 危 険 で あ る 旨 を 関 係 者 に 周 知 さ
せる措置 を講ず るこ と。

( 2 )  前 号 の 管 理 の 状 況 に 関 し 、 １ 年 以 内 ご と に １ 回 、 定 期 に 、 法 第 ３ ４ 条 の ２ 第
２ 項 に 規 定 す る 地 方 公 共 団 体 の 機 関 又 は 厚 生 労 働 大 臣 の 登 録 を 受 け た 者 に よる
給 水 栓 に お け る 水 の 色 、 濁 り 、 臭 い 、 味 に 関 す る 検 査 及 び 残 留 塩 素 の 有 無 に関
する水質 の検査 を受 けること 。

（追加〔 平 成１４ 年 水道規程 ７ 号〕、一 部改正〔平 成 １６ 年 水道 規程 １号〕）
第７章  補 則
（ 一 部 改 正 〔 平 成 １ ４ 年 水道 規程 ７ 号〕 ）

（委任）
第２ ６ 条  こ の 規 程 で 規 定 さ れ て い る も のの ほか 必要 な 事 項 は、 別に 管理 者 が 定 め
る。

（一部改 正〔平 成１ ８年水道 規程 ７ 号〕 ）
附  則



この規程 は、昭 和５ ６年４月 １日 か ら施 行す る。
附  則 （ 平 成 ４ 年 ３ 月 ２ １ 日 水 道 事 業所 規程 第１ 号）

この規程 は、平 成４ 年４月１ 日か ら 施行 する 。
附  則 （ 平 成 ５ 年 ６ 月 ３ ０ 日 水 道 事 業所 規程 第３ 号）

この規程 は、平 成５ 年７月１ 日か ら 施行 する 。
附  則 （ 平 成 ８ 年 ３ 月 １ ５ 日 水 道 事 業所 規程 第６ 号）

（施行期 日）
１  こ の 規 程 は 、 平 成 ８ 年 ４ 月 １ 日 から 施行 する 。
（経過措 置）

２  こ の 規 程 施 行 の 際 、 こ の 規 程 によ る 改正 前の 多賀 城 市 水 道事 業給 水条 例 施 行 規
程 の規 定 に 基 づき 作 成 され た 様 式 の用 紙 で 、現 に 残 存 する も の は、 必 要 な 改定 を
加えたう え、な お当 分の間、 使用 す るこ とが でき る。

附  則 （ 平 成 １ ０ 年 ３ 月 ２ ０ 日 水 道 部規 程第 ３号 ）
（施行期 日）

１  こ の 規 程 は 、 平 成 １ ０ 年 ４ 月 １ 日か ら施 行す る。
（経過措 置）

２  こ の 規 程 に よ る 改 正 前 の 多 賀 城市 水 道事 業給 水条 例 施 行 規程 の規 定に よ り な さ
れ た承 認 、 検 査そ の 他 の処 分 又 は 申込 み 、 届出 そ の 他 の手 続 は 、そ れ ぞ れ この 規
程 によ る 改 正 後の 多 賀 城市 水 道 事 業給 水 条 例施 行 規 程 の相 当 規 定に よ り な され た
ものとみ なす。

附  則 （ 平 成 １ ４ 年 １ ２ 月 ２ ６ 日 水 道規 程第 ７号 ）
この規程 は、平 成１ ５年４月 １日 か ら施 行す る。

附  則 （ 平 成 １ ６ 年 ３ 月 ８ 日 水 道 規 程第 １号 ）
こ の規 程 は 、 平成 １ ６ 年４ 月 １ 日 から 施 行 する 。 た だ し、 第 ２ ５条 第 ２ 号 の改 正

規定は、 同年３ 月３ １日から 施行 す る。
附  則 （ 平 成 １ ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 水 道 規程 第７ 号）

１  こ の 規 程 は 、 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日か ら施 行す る。（ 以下 略）
附  則 （ 平 成 ２ ０ 年 ２ 月 ２ ７ 日 上 水 道規 程第 １号 ）

この規程 は、平 成２ ０年４月 １日 か ら施 行す る。

































様式第１ 号（第 ３条 関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第２ 号（第 ３条 関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第３ 号（第 ３条 関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第４ 号（第 ３条 の２関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第５ 号（第 ３条 の２関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第６ 号（第 ８条 関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ３ 年 水 道 規 程 ２ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道 規
程１号〕 ）

様式第７ 号（第 １０ 条関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水
道規程１ 号〕）

様式第８ 号（第 １１ 条、第１ ２条 関 係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水
道規程１ 号〕）

様式第９ 号（第 １２ 条関係）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ３ 年 水 道 規 程 ２ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道 規
程１号〕 ）

様式第１ ０号（ 第１ ２条関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水
道規程１ 号〕）

様式第１ １号（ 第１ ２条関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第１ ２号（ 第１ ２条関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道
部規程３ 号・１ ３年 水道規程 ２号 ・ ２０ 年上 水道 規程１ 号〕 ）

様式第１ ３号（ 第１ ２条関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 １ ０ 年 水 道 部 規 程 ３ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水 道
規程１号 〕）

様式第１ ４号（ 第１ ２条関係 ）
（ 全 部 改 正 〔 平 成 ８ 年 水 道 事 業 所 規 程 ６ 号 〕 、 一 部 改 正 〔 平 成 ２ ０ 年 上 水
道規程１ 号〕）


